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地域組織の確立で

mail jam-senior@jam-union.jp会員間の絆の促進を

22
年
間
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
活
動
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
家
庭
菜
園
、
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ム
で
の
運
動
、
自
治
会
活
動
、

労
働
審
判
員
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
、
感
じ
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
ま
す
。

私
が
自
治
会
活
動
に
携
わ
っ
た

の
は
、
60
歳
で
定
年
を
迎
え
そ
の

後
、
継
続

雇
用
で
勤

務
し
て
い

る
と
き
で

し
た
。
当

時
の
自
治

会
役
員
か
ら
本
部
役
員
へ
の
就
任

依
頼
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
で
し

た
。
そ
の
年
の
総
会
で
副
会
長

（
書
記
を
兼
務
）
に
就
任
し
、
提

案
を
受
け
る
側
か
ら
、
提
案
す
る

側
に
代
わ
り
ま
し
た
。

５
年
間
の
自
治
会
活
動
を
通
じ

て
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
労
働
組

合
の
組
織
運
営
も
自
治
会
の
組
織

運
営
も
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
で
す
。

一
つ
は
、
組
織
を
運
営
す
る
役

員
の
担
い
手
不
足
で
す
。
労
働
組

合
で
も
役
員
選
出
で
悩
ん
で
い
る

組
合
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
が
、

自
治
会
に
な
る
と
労
働
組
合
以
上

に
役
員
の
な
り
手
を
探
す
の
が
難

し
い
。
地
域
で
の
日
常
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
少
な
く
、

地
域
住
民
と
の
接
点
が
非
常
に
限

定
的
に
な
っ
て
い
て
、
住
民
の
情

報
集
約
が
難
し
い
の
が
主
な
要
因

か
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

参
加
者
を
ど
う
確
保
す
る
か
で
す
。

そ
し
て
、
３
つ
目
は
、
組
織
を
ど

う
民
主
的
に
運
営
し
て
い
く
か
で

す
。
労
働
組
合
の
よ
う
に
「
職
場
、

組
合
員
の
課
題
に
つ
い
て
執
行
部

で
議
論
し
、
方
向
性
を
確
認
し
、

職
場
討
議
で
組
合
員
に
意
見
集
約

を
行
い
、
最
終
的
に
は
大
会
で
方

針
を
決
定
し
て
活
動
を
展
開
す
る
」

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
自
治
会
活
動

で
は
難
し
い
。

そ
も
そ
も
住
民
同
士
で
意
見
交

換
す
る
機
会
、
場
が
ほ
と
ん
ど
存

在
し
な
い
。
住
民
の
意
見
集
約
が

と
て
も
難
し
い
。

労
働
組
合
活
動
で
役
員
経
験
の

あ
る
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
は
、
そ
の
経
験

を
生
か
し
、
自
治
会
活
動
を
支
え

る
要
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

主 張

群
馬
シ
ニ
ア
事
務
局
次
長

鈴
木
英
二

労
働
組
合
役
員
Ｏ
Ｂ
は
、

自
治
会
活
動
に
積
極
的

な
参
画
を

９
月
14
日
、
日
本
退
職
者
連

合
主
催
の
「
２
０
２
２
年
度
全

国
高
齢
者
集
会
」
が
東
京
都
・

新
宿
区
の
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
連
続
中
止

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
参
加
者
数
を
絞
り
、
恒
例
の

デ
モ
行
進
も
取
り
止
め
、
感
染

症
対
策
を
施
し
な
が
ら
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
各
構
成
組
織
と
地
方

退
職
者
連
合
か
ら
約
５
０
０
人
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
か
ら
は
本
部
、

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉

か
ら
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
人
見
一
夫
退
職
者
連
合

会
長
よ
り
「
社
会
保
障
制
度
を

維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
、
政
策

制
度
要
求
の
実
現
を
め
ざ
す
」

「
岸
田
政
権
の
防
衛
政
策
を
厳

し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
」
な

ど
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
連

合
本
部
、
立
憲
民
主
党
、
国
民

民
主
党
、
社
会
民
主
党
の
来
賓

の
挨
拶
の
あ
と
、
内
閣
府
の

「
エ
イ
ジ
レ
ス
ラ
イ
フ
」
の
表

章
、
慶
応
大
学
権
丈
善
一
教
授

の
「
も
っ
と
気
に
な
る
社
会
保

障
」
と
、
警
察
庁
特
別
防
犯
対

策
監
で
俳
優
の
杉
良
太
郎
さ
ん

か
ら
「
特
殊
詐
欺
対
策
、
健
康

対
策
に
関
し
て
」
の
二
つ
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

「
も
っ
と
気
に
な
る
社
会
保

障
」
は
「
需
要
は
す
で
に
飽
和

状
態
、
社
会
保
障
が
需
要
を
生

み
経
済
規
模
を
拡
大
さ
せ
る
。

格
差
を
縮
小
す
る
の
は
税
制
で

は
な
く
社
会
保
障
。
社
会
保
障

給
付
を
厚
く
し
て
い
く
こ
と
で

消
費
税
の
逆
進
性
は
解
消
す
る
。

格
差
縮
小
の
た
め
に
は
勤
労
者

全
員
に
厚
生
年
金
・
医
療
保
険

を
適
用
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

子
育
て
を
社
会
化
し
子
育
て
基

金
の
創
設
を
」
等
な
ど
、
社
会

保
障
の
重
要
性
を
訴
え
る
興
味

深
い
講
演
で
し
た
。

９
月
７
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

３
年
振
り
第
23
回
目
の
「
東
京
街
歩

き
」
で
す
。

武
蔵
野
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
、

都
立
小
金
井
公
園
の
一
角
「
江
戸
東

京
た
て
も
の
園
」
の
見
学
。
27
名
の

参
加
を
得
て
大
型
の
台
風
11
号
の
接

近
で
天
気
を
気
に
し
な
が
ら
の
開
催
。

案
内
図
に
従
い
自
由
に
散
策
、
江
戸

か
ら
東
京
へ
変
わ
り
ゆ
く
姿
を
写
真
・

展
示
品
な
ど
、
高
橋
是
清
邸
、
初
代
万

世
橋
交
番
、
横
に
赤
い
郵
便
ポ
ス
ト
、

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
や
、
都
電
、
懐
か
し

い
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
建
物
、

乾
物
屋
、
居
酒
屋
、
荒
物
屋
に
文
房
具

店
・
和
傘
店
・
な
ど
。
銭
湯
は
、
子
供

の
頃
、
家
に
風
呂
な
ど
な
く
、
近
所
の

家
全
て
が
銭
湯
通
い
で
、
大
人
の
社
交

場
で
あ
り
子
供
の
遊
び
場
で
し
た
。

そ
し
て
見
た
事
の
あ
る
建
物
、
五
十

年
前
に
通
勤
し
て
い
た
、
常
盤
台
駅
近

く
の
「
常
盤
台
写
真
館
」
。
当
時
は
、

気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
思
い
出

が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
街
歩
き
は
私
に
と
っ
て
も
思

い
出
深
く
、
心
に
残
る
と
て
も
、
不
思

議
な
、
楽
し
い
街
歩
き
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
毎
年

二
回
の
「
東
京
街
歩
き
」
を
皆
で
楽
し

み
た
い
も
の
で
す
。

「
江
戸
東
京
た
て
も
の

園
」
を
見
学

全
国
高
齢
者
集
会
３
年
ぶ
り
に
開
催

～
全
国
か
ら
５
０
０
人
が
結
集
～

東京

東
京
シ
ニ
ア
副
会
長

岩
本
一
公

訃
報Ｊ

Ａ
Ｍ
兵
庫
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事

中
下
恵
司
さ
ん

享
年
82
歳

病
気
療
養
を
さ

れ
て
い
ま
し
た

が
、
10
月
17
日

に
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。

中
下
さ
ん
は
元
ナ
ブ
コ
労
働
組
合(

現

ナ
ブ
テ
ス
コ
労
働
組
合)

執
行
委
員
長
で

退
職
後
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
兵
庫
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
会
長
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
中
央

の
幹
事
と
し
て
高
齢
者
運
動
の
先
頭
に

立
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

生
前
の
ご
厚
誼
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
シ
ニ
ア
は
９

月
26
日
（
月
）
新
潟
県
長
岡

市
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、

第
21
回
定
期
総
会
・
結
成
20

周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の

集
合
開
催
と
な
り
、
来
賓
、

役
員
Ｏ
Ｂ
、
現
役
組
織
代
表

者
合
わ
せ
て
45
名
の
方
々
よ

り
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
検
討
時
期
に
は
感
染
第

７
波
の
為
、
幹
事
会
で
の
開

催
の
可
否
判
断
に
は
大
変
苦

慮
を
い
た
し
ま
し
た
が
何
と

か
、
開
催
ま
で
漕
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
冒
頭
７
月
の

参
議
院
選
挙
で
見
事
当
選
を

果
た
し
た
Ｊ
Ａ
Ｍ
代
表
、
村

田
き
ょ
う
こ
参
議
院
議
員
よ

り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
よ
り
ご
挨
拶
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来

賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い

た
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大

山
会
長
よ
り
も
ご
挨
拶
い
た

だ
き
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
よ

り
３
年
経
過
し
た
全
国
シ
ニ

ア
世
代
の
状
況
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
新

潟
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
結
成
20
周

年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
声

が
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
か

ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
翌

日
に
は
野
外
交
流
会
（
ゴ
ル

フ
交
流
）
も
開
催
し
多
数
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
合
わ
せ

て
２
日
間
に
か
け
て
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

10
月
８
日
（
土
）
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
大
阪
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
第

22
回
年
次
総
会
及
び
結
成
20

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
２
年
間
書
面
審
議
に

よ
る
開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
結
成
20
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
も
１
年
遅
れ
と
は
な

り
ま
し
た
が
、
あ
わ
せ
て
開

催
で
き
ま
し
た
。

総
会
は
午
前
10
時
か
ら
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
西
日
本
会
館
６
階
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
43
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
山

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

を
は
じ
め
９
名
の
来
賓
に
も

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
村
田
き
ょ
う
こ
参
議
院

議
員
か
ら
「
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
」

と
の
決
意
を
込
め
た
お
祝
い

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
２
２
年

度
活
動
報
告
・
決
算
報
告
、

２
０
２
３
年
度
活
動
計
画
・

予
算
、
23
年
度
役
員
体
制
が

議
論
さ
れ
、
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
活
動
計
画
で
は
①
岸
田

政
権
が
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
後
期
高
齢
者
の
健
康

保
険
料
の
引
き
上
げ
・
窓
口

確
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し

①
現
役
三
役
と
の
連
携
強
化
と

地
協
Ｏ
Ｂ
会
と
の
交
流
を
進
め

会
員
拡
大
を
目
指
す
。

②
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る

活
動
（
東
京
街
歩
き
）
。

③
誰
も
が
生
き
生
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
向

け
た
「
年
金
・
医
療
・
介
護
」

に
つ
い
て
の
政
策
制
度
要
求
に

取
組
ん
で
い
く
。

④
高
齢
者
や
退
職
者
の
関
心
事

や
課
題
を
探
り
、
社
会
の
動
き

に
も
連
動
し
た
学
習
会
を
企
画

し
て
い
く
。

な
ど
の
活
動
方
針
を
提
案
し
こ

れ
を
裏
付
け
る
予
算
案
と
合
わ

せ
て
会
員
諸
氏
の
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
、
コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年

に
予
定
し
た
結
成
20
＋
１
周
年

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
十
分
な

感
染
対
策
を
行
い
開
催
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・

大
山
勝
也
会
長
、
現
役
の
Ｊ
Ａ

Ｍ
東
京
千
葉
・
森
潤
二
執
行
委

員
長
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
千
葉
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
・
長
岡
功
会
長
、
東
京
高

退
連
・
遠
藤
幸
男
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
９
名
の
来
賓
の
方
々

に
も
出
席
頂
き
ま
し
た
。
前
東

京
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
の
古
家

久
光
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
を
行

い
会
食
・
懇
談
に
入
り
、
東
京

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
岡
会
長
が
玄

人
顔
負
け
の
即
興
・
マ
ジ
ッ
ク

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
終
了

し
ま
し
た
。

負
担
の
増
加
、
介
護
保
険
料

増
額
等
に
反
対
し
、
負
担
の

増
加
と
給
付
の
削
減
に
よ
り

改
悪
さ
れ
て
き
た
年
金
・
医

療
等
の
社
会
保
障
制
度
を
抜

本
的
に
拡
充
す
る
こ
と
、
②

「
防
衛
費
倍
増
」
、
「
敵
基

地
攻
撃
力
強
化
」
等
の
軍
拡

政
策
に
反
対
し
、
憲
法
の
立

憲
主
義
・
平
和
主
義
・
民
主

主
義
を
擁
護
す
る
活
動
を
は

じ
め
平
和
と
人
権
を
守
る
活

動
を
強
化
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
、
核
廃
絶
を
め
ざ
し
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
早

期
批
准
を
要
求
す
る
こ
と
、

③
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
会
員
の
拡
大
を
図
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
現
役
組
織
と
の

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
地
協
Ｏ
Ｂ
会
の
強
化

と
拡
大
を
追
求
す
る
こ
と
等

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
で
は
退
任
さ
れ
る
瀬
戸

川
副
代
表
幹
事
に
対
す
る
功

労
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
12
時
30
分

か
ら
「
徐
園
」
に
て
、
結
成

20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
・

祝
賀
会
は
49
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
、
10
名
の
来
賓
を
代

表
し
て
大
山
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
会
長
、
徳
永
大
阪
退

職
者
連
合
会
長
及
び
菊
地
Ｊ

Ａ
Ｍ
大
阪
執
行
委
員
長
の
３

名
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
の
祝
賀
会
で

は
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
抽

選
会
も
交
え
、
参
加
者
全
員

が
楽
し
く
和
や
か
な
雰
囲
気

の
下
で
お
お
い
に
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

東
京
シ
ニ
ア
は
10
月
５
日

（
水
）
亀
戸
・
ア
ン
フ
ェ
リ

シ
オ
ン
・
ソ
レ
イ
ユ
で
第
22

回
定
期
総
会
を
開
催
、
そ
の

終
了
後
に
東
京
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
結
成
20
＋
１
周
年
記
念
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
も
合
わ
せ
て
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
、

会
員
32
名
（
内
役
員
11
名
含

む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
活
動
は
コ
ロ
ナ

蔓
延
で
、
規
制
は
緩
和
さ
れ

る
方
向
に
あ
り
、
そ
の
中
で

可
能
と
判
断
し
た
取
組
み
を

定
期
総
会

結
成
20
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催

新潟

東京

新
潟
シ
ニ
ア
事
務
局
次
長

櫻
井
竜
義

定
期
総
会

結
成
20
周
年
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

定
期
総
会

結
成
20
周
年
記
念
式
典

を
開
催

大阪

大
阪
シ
ニ
ア
事
務
局
長

狩
谷
道
生

東
京
シ
ニ
ア
幹
事

平
木
和
裕




